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医療療養型病床入院患者の特徴と健康関連 QOL との関係  
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1)聖隷クリストファー大学、 2)袋井市立聖隷袋井市民病院  
 
【序論】医療療養型病床（療養病棟）は，急性期での治療が終了し，病状は安定している
ものの長期にわたる医学的管理のもと，療養生活や機能回復訓練などを行う医療機関であ
る．しかし，療養病棟でのリハビリ効果に関する報告は，症例報告が散見されるのみで，
系統立てられた研究デザインでの報告はなく，その特徴を捉えることはリハビリの効果検
証をする上で重要である．  
【目的】本研究は，療養病棟患者の認知機能，栄養状態，ADL，健康関連 QOL（HRQOL）
について横断的調査を実施することで療養病棟患者の特徴を捉え，HRQOL との関連のあ
る項目を明らかにすることを目的とする．  
【方法】対象は，療養病棟に入院しリハビリ処方され，本研究に同意した患者とし，評価
時期は，2018 年 12 月時点での入院患者とした．主要評価項目として，認知機能は MMSE，
栄養状態は Mini Nutritional Assessment（MNA），ADL は FIM 合計得点，HRQOL は
SF-12（身体機能：PF，日常役割機能（身体）：RP，体の痛み：BP，全体的健康感：GH，
活力：VT，社会生活機能：SF，日常役割機能（精神）：RE，心の健康：MH），EQ-5D-5L
を用いた．副次的評価項目は，一般情報（年齢・性別・同居人数・在院日数），主疾患とし
た．統計学的処理は，HRQOL 尺度との関連は，Spearman の順位相関係数を用い，有意
水準は 5％とした．  
【結果】対象は 28 名で，平均年齢 76.7±11.6 歳 ,性別は男性 12 名・女性 16 名，同居人数
は 2.6±1.3 名，在院日数は 476.0±267.9 日であった．主疾患は脳血管疾患 13 名，運動器
疾患 3 名，内部障害 9 名，がん 3 名であった．MMSE は 8.7±10.6 点，MNA は 13.5±4.3
点，FIM 合計得点は 46.6±31.4 点であった．HRQOL 尺度では，SF-12 は PF:7.9±
12.7,RP:13.6± 15.0,BP:30.7± 16.1， GH:37.6± 10.7， VT:37.5± 9.6， SF:27.6± 17.1，
RE:20.3±15.0，MH：40.2±11.4，EQ-5D-5L は 0.267±0.242 であった．HRQOL との相
関では，年齢と RP，BP，RE，EQ-5D-5L（ r=0.61～0.71，p<0.05）間で強い相関，同居
人数と VT，MH（ r=0.38，0.43，p<0.05）間で中等度の相関，入院期間と EQ-5D-5L（ r=-0.52，
p<0.05）間で中等度の相関，MMSE と SF,EQ-5D-5L（ r=0.44，0.50，p<0.05）間で中等
度の相関，MNA と PF，RE（ r=0.60，0.46，p<0.05）間で中等度の相関，FIM 合計得点
と PF，RP，SF，RE，EQ-5D-5L（ r=0.50～0.66，p<0.05）間で中等度～強い相関を認め
た．  
【考察】療養病棟の特徴として，1 年以上の長期入院患者が多く，認知機能は低値，栄養
状態は良好，FIM は最大～中等度介助であった．SF-12 では，GH，VT，MH は他の項目
よりも高値であった．HRQOL との関連では，年齢が高い，同居人がいる，ADL 能力が高
い対象者で HRQOL が高い値を示した．これは，年齢が低い患者は介助量が多く，寝たき
りで不活動による機能障害を呈すること，同居人がいることで面会や話し相手があり，心
の安定・精神的充実が図れていること，ADL 能力が高い患者ほど離床が可能であり，生活
の中に役割があることが推察される．   
 
 
